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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

―
―
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
と
「
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
」
を
進
め
る
政
治
め
ざ
し
て
―
― 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

通
常
国
会
は
七
月
二
十
八
日
ま
で
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
衆
議
院
議
員
は
九
月
十
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。

い
よ
い
よ
総
選
挙
で
す
。
今
日
は
、
今
度
の
選
挙
は
ど
う
い
う
意
義
が
あ
る
選
挙
な
の
か
、
日
本
共
産
党
の
見
解

と
、
政
策
の
一
端
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

東
京
の
日
比
谷
公
園
で
年
越
し
“
派
遣
村
”
が
実
施
さ
れ
て
、
早
く
も
半
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
界

的
な
経
済
危
機
で
、
ど
こ
で
も
失
業
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
失
業
者
が
路
頭
に
迷
っ
て
、
首

都
に
“
派
遣
村
”
が
で
き
る
よ
う
な
国
は
、
日
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

埼
玉
で
も
、
ホ
ン
ダ
や
日
産
な
ど
、
二
十
九
社
・
七
五
二
〇
人
が
「
非
正
規
切
り
」
に
あ
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会
は
、
こ
の
間
、
緊
急
雇
用
対
策
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
労
働
組
合
や
市
民
団
体
、

弁
護
士
さ
ん
や
お
医
者
さ
ん
と
協
力
し
て
、
各
地
で
、
労
働
や
生
活
の
相
談
活
動
・
埼
玉
版
“
派
遣
村
”
に
と
り

く
ん
で
き
ま
し
た
。
「
派
遣
切
り
」
に
あ
っ
て
手
持
ち
の
お
金
も
な
く
な
っ
た
方
の
、
家
探
し
や
、
生
活
保
護
の

申
請
な
ど
を
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。
「
困
っ
た
時
は
日
本
共
産
党
」
が
、
み
ん
な
の
合
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
。 

日
本
に
は
、
人
間
ら
し
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
「
労
働
の
ル
ー
ル
」
が
、
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
、
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
企
業
が
、
「
偽
装
請
け
負
い
」
や
、
契
約
期
間
中
の
解
雇
な
ど
、
今
あ
る
最
低
限
の
ル
ー
ル

さ
え
踏
み
に
じ
る
の
は
、
大
問
題
で
す
。 

ど
う
や
っ
て
国
民
生
活
を
守
り
、
日
本
経
済
を
ど
う
い
う
方
向
に
改
革
す
る
の
か
、
こ
れ
が
、
今
度
の
選
挙
の

第
一
の
争
点
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、
塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
を
先
頭
に
、
い
す
ゞ
や
ホ
ン
ダ
な
ど
、
大
企
業
に
直
接
是
正
を
求
め
、

労
働
局
に
是
正
指
導
を
求
め
な
が
ら
、
労
働
者
と
い
っ
し
ょ
に
た
た
か
っ
て
、
政
治
を
動
か
し
て
い
ま
す
。 

今
度
の
選
挙
で
日
本
共
産
党
は
、
第
一
に
、
こ
う
し
た
「
働
く
ル
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
「
負
担
は
能
力
に
応
じ

て
、
給
付
は
平
等
に
」
と
い
う
社
会
保
障
本
来
の
原
則
、「
税
金
は
負
担
能
力
に
応
じ
て
」
と
い
う
ル
ー
ル
な
ど
、

「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
を
目
標
に
掲
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、「
異
常
な
財
界
・
大
企
業
中
心
政
治
」

を
転
換
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
。 

も
う
一
つ
大
事
な
の
が
、
外
交
問
題
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
世
界
で
唯
一
核
兵
器
を
使
っ
た
、
道
義
的
な
責
任
に
触
れ
な
が
ら
、
「
核
の

な
い
世
界
」
へ
進
む
、
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。 

被
爆
国
・
日
本
の
国
民
に
と
っ
て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
は
、
悲
願
中
の
悲
願
で
す
。 

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
、
大
統
領
に
、
こ
の
演
説
へ
の
感
動
を
伝
え
、
演
説
を
実
行
に
移
す
こ
と

を
求
め
る
、
手
紙
を
送
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
日
本
共
産
党
に
、
公
式
の
返
書
が
届
い
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

「
オ
バ
マ
演
説
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
社
会
に
重
要
な
前
向
き
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
と
き
、
日
本
の

外
交
は
、
「
軍
事
同
盟
絶
対
」
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
世
界
と
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
、
日
本
の
外
交
は
ど
の

よ
う
な
進
路
を
進
む
べ
き
な
の
か
、
こ
れ
は
、
今
度
の
選
挙
の
重
大
な
争
点
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、
憲
法
九
条
を
生
か
し
た
、
「
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

「
異
常
な
軍
事
同
盟
絶
対
」
か
ら
抜
け
出
し
て
、
対
等
・
平
等
の
日
米
関
係
を
築
く
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
。 

自
民
党
・
公
明
党
は
、
“
選
挙
め
あ
て
の
ば
ら
ま
き
”
を
く
り
返
し
て
、
海
外
派
兵
と
軍
備
拡
張
、
憲
法
「
改

正
」
な
ど
、
軍
事
に
ば
か
り
熱
心
で
す
。
民
主
党
は
、「
政
権
交
代
」
と
「
官
僚
支
配
打
破
」
を
言
う
ば
か
り
で
、

ど
う
い
う
日
本
を
め
ざ
す
の
か
が
、
い
っ
こ
う
に
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
民
主
党
は
、
海
外
派
兵
恒
久
法

の
提
案
や
、
憲
法
九
条
「
改
正
」
、
消
費
税
増
税
な
ど
で
、
自
民
党
と
、
悪
政
を
競
い
あ
っ
て
い
ま
す
。 

今
度
の
選
挙
は
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
進
路
が
問
わ
れ
る
選
挙
で
す
。
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
日
本
共
産
党

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


